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平成23年10月13日 

各  位 

 

 

 

 

 

 

 

業績予想の修正及び投資有価証券評価損に関するお知らせ 

 
 

最近の業績動向を踏まえ、平成23年４月14日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知ら

せいたします。 

また、「その他有価証券」に区分される保有有価証券のうち、時価が著しく下落し、その回復があると認め

られないものについて、平成24年２月期第２四半期において減損処理による投資有価証券評価損を計上する必

要が生じましたので、お知らせいたします。 

 

                        記 

 

１． 平成24年２月期業績予想の修正について 

（１） 連結業績予想の修正 

平成24年２月期第２四半期累計期間の連結業績予想数値の修正（平成23年３月１日～平成23年８月31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 37,950 △1,090 △1,940 △2,100 △15.56 

今回修正予想（Ｂ） 36,830 500 △250 △2,500 △18.19 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,120 1,590 1,690 △400  

増 減 率（ ％ ） △3.0 － － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成23年２月期第２四半期） 
43,121 1,829 1,023 372 2.80 

 

平成24年２月期通期の連結業績予想数値の修正（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 80,900 220 △1,730 △2,460 △18.22 

今回修正予想（Ｂ） 78,500 510 △1,260 △3,880 △28.24 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △2,400 290 470 △1,420  

増 減 率（ ％ ） △3.0 131.8 － －  

（ご参考）前期実績 

（平成23年２月期通期） 
90,254 3,371 1,757 709 5.25 
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（２）単体業績予想の修正 

平成24年２月期第２四半期累計期間の個別業績予想数値の修正（平成23年３月１日～平成23年８月31日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 18,840 △1,270 △720 △5.30 

今回修正予想（Ｂ） 18,400 △140 △1,310 △9.47 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △440 1,130 △590  

増 減 率（ ％ ） △2.3 － －  

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成23年２月期第２四半期） 
－ － － － 

（注）平成23年２月期第２四半期において個別業績を開示しておりませんので、前第２四半期実績を記載しておりません。 

 

平成24年２月期通期の個別業績予想数値の修正（平成23年３月１日～平成24年２月29日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 43,630 100 30 0.22 

今回修正予想（Ｂ） 41,640 100 △1,100 △7.95 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △1,990 － △1,130  

増 減 率（ ％ ） △4.6 － －  

（ご参考）前期実績 

（平成23年２月期通期） 
55,749 1,939 967 7.12 

 

２． 修正の理由 

（１） 第２四半期累計期間業績予想 

当第２四半期連結累計期間につきましては、映画の配給事業において「八日目の蟬」「こちら葛飾区亀有公

園前派出所 THE MOVIE ～勝どき橋を封鎖せよ！～」等が健闘したことや節電等の積極的なコスト削減の効果が

あったこと、更に東日本大震災によって発生した損失を特別損失にて計上することとした結果、営業利益、経

常利益においては、前回発表した予想数値を上回る見込みとなりました。四半期純利益につきましては、下記

の「３．平成24年２月期第２四半期における投資有価証券評価損」に記載いたしました投資有価証券評価損等

を特別損失に計上することにより、予想数値を下回る見込みです。よって、第２四半期連結累計期間の業績予

想を修正いたします。 

第２四半期累計期間の個別業績予想につきましても連結と同様の理由で修正いたします。 

 

（２） 通期業績予想 

通期連結業績予想につきましては、引き続き個人消費の低迷により映画・演劇にとって厳しい状況が予想さ

れますが、第２四半期連結累計期間の業績を踏まえ、営業利益、経常利益につきましては当初の予想数値を上

回る見込みとなっております。当期純利益につきましては、第２四半期連結累計期間同様、投資有価証券評価

損等の特別損失を計上することにより、前回発表した予想数値を下回る見込みです。よって、通期連結業績予

想を修正いたします。 

通期の個別業績予想につきましては、連結と同様の理由で当期純利益が予想を下回る見込みとなりますので

修正いたします。 

 

 

  （注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、多分に不確定な要素を 

含んでおります。実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
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３．平成24年２月期第２四半期における投資有価証券評価損 

   連結 単体 

（Ａ）平成 24 年２月期第２四半期会計期間（平成 23 年６月１日から平成 23 

年８月 31日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ）  
530 百万円 530 百万円 

 （イ）平成 24 年２月期第２四半期累計期間（平成 23 年３月１日から平

成 23 年８月 31日まで）の投資有価証券評価損の総額  
1,771 百万円 1,770 百万円 

 

 （ロ）平成 24 年２月期第１四半期累計期間（平成 23 年３月１日から平

成 23 年５月 31日まで）の投資有価証券評価損の総額  
1,240 百万円 1,240 百万円 

 

※ 四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。 

※ 当社の決算期末は、２月末日です。 

 

 

 

以 上 


